
着
果
管
理

　
９
月
に
な
る
と
養
分
の
使
わ
れ
方
が
、
果
汁
蓄
積
に
移
り
始

め
ま
す
。
摘
果
時
期
が
遅
れ
る
と
糖
度
上
昇
効
果
が
少
な
く
な

る
の
で
、
後
期
摘
果
は
短
時
間
で
行
い
ま
し
ょ
う
。

摘
果
時
期

　
９
月
中
旬
頃
～
10
月
中
旬
ま
で
に
極
小
玉
果
、
内
す
そ
果
、

傷
果
、
腰
高
果
等
を
摘
果
し
ま
す
。
品
質
向
上
の
た
め
、
１
樹

を
短
時
間
で
適
正
葉
果
比
（
30
～
35
枚
／
１
果
）
に
近
づ
け
ま

し
ょ
う
。

浮
皮
軽
減
対
策

　
浮
皮
軽
減
対
策
の
基
本
は
、
適
正
な
着
果
管
理
と
適
期
収
穫

で
す
。
収
穫
ま
で
に
適
正
葉
果
比
に
仕
上
げ
、
貯
蔵
用
果
実
で

あ
れ
ば
7
～
8
分
着
色
で
収
穫
し
て
く
だ
さ
い
。

　
９
月
中
下
旬
に
ジ
ベ
レ
リ
ン
液
剤
１
～
３
ｐ
ｐ
ｍ
＋
ジ
ャ
ス

モ
メ
ー
ト
液
剤
２
０
０
０
倍
を
混
用
散
布
し
ま
す
。
浮
皮
軽
減

効
果
は
高
い
で
す
が
、
着
色
が
遅
延
す
る
た
め
、
初
め
て
散
布

す
る
際
は
営
農
指
導
員
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
ル
チ
被
覆
後
の
管
理

　
マ
ル
チ
被
覆
後
は
、
強
い
水
分
ス
ト
レ
ス
が
か
か
り
ま
す
。
葉

が
巻
き
始
め
た
ら
、
マ
ル
チ
を
め
く
り
雨
水
を
入
れ
る
か
、
か
ん

水
な
ど
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。台風

対
策

事
前
対
策

　
防
風
ネ
ッ
ト
や
排
水
路
を
点
検
・
整
備
し
、
マ
ル
チ
の
補
強

と
枝
折
れ
防
止
用
に
支
柱
で
し
っ
か
り
固
定
し
て
く
だ
さ
い
。
か

い
よ
う
病
の
発
生
が
心
配
さ
れ
る
場
合
は
、
防
除
し
ま
し
ょ
う
。

・
バ
リ
ダ
シ
ン
液
剤
５　
５
０
０
倍
（
14
日
ー
４
回
）

事
後
対
策

　
潮
風
害
を
受
け
た
時
は
、
塩
分
を
流
す
た
め
に
日
が
あ
た
る

前
ま
で
に
樹
体
に
散
水
（
2
～
3
ｔ
／
10
ａ
）
し
ま
す
。
枝
折

れ
や
裂
け
た
部
分
は
切
り
、
接
ぎ
ロ
ウ
を
塗
布
し
て
く
だ
さ
い
。

病
害
虫
防
除

　
病
害
虫
が
遅
く
ま
で
発
生
す
る
傾
向
に
あ
る
の
で
、
適
期
防

除
に
努
め
ま
し
ょ
う
。
な
お
、
黒
点
病
防
除
後
、
30
日
経
過
す

る
か
累
積
降
雨
量
が
２
５
０
㎜
に
な
っ
た
時
点
で
、
再
防
除
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
黒
点
病
ペ
ン
コ
ゼ
ブ
水
和
剤　
５
０
０
倍
（
30
日
ー
４
回
）

・
チ
ャ
ノ
キ
イ
ロ
ア
ザ
ミ
ウ
マ

ス
タ
ー
ク
ル
顆
粒
水
溶
剤　
２
０
０
０
倍
（
前
日
ー
３
回
）

・
ミ
カ
ン
ハ
ダ
ニ

ダ
ニ
コ
ン
グ
フ
ロ
ア
ブ
ル　
４
０
０
０
倍
（
前
日
ー
１
回
）

ま
た
は
、

ダ
ニ
エ
モ
ン
フ
ロ
ア
ブ
ル　
５
０
０
０
倍
（
７
日
ー
１
回
）

※
ミ
カ
ン
サ
ビ
ダ
ニ
が
心
配
さ
れ
る
場
合
は
、
ダ
ブ
ル
フ
ェ
ー
ス

フ
ロ
ア
ブ
ル
に
変
更

※
果
皮
障
害
軽
減
を
目
的
に
バ
イ
カ
ル
ティ
１
０
０
０
倍
を
混
用

水
管
理
の
徹
底
を

後
期
摘
果
で

品
質
向
上

米
粒
を
充
実
さ
せ
る
水
管
理

　
幼
穂
形
成
期
か
ら
出
穂
後
14
日
間
は
多
量
の
水
を
必
要
と
し

ま
す
。
出
穂
後
14
日
～
30
日
は
常
時
た
ん
水
に
せ
ず
、
間
断
か

ん
水
を
繰
り
返
し
ま
す
。

落
水
時
期
を
適
切
に

　
落
水
時
期
の
目
安
は
、
概
ね
刈
取
り
7
日
～
5
日
前
と
し
ま

す
。
し
か
し
、今
年
度
は
中
干
し
が
不
充
分
な
ほ
場
も
多
い
た
め
、

通
常
ど
お
り
の
落
水
で
は
稲
刈
り
に
困
難
な
場
所
も
あ
る
か
と

思
い
ま
す
。
ほ
場
の
状
況
に
応
じ
て
、
落
水
を
早
め
る
な
ど
の
調

整
を
し
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
稲
刈
り
時
期
が
高
温
期
と
な

る
早
生
品
種
は
、
早
期
落
水
に
よ
る
極
端
な
土
壌
の
乾
燥
は
胴

割
米
の
原
因
と
な
る
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ほ
場
ご
と
充
分
に
観
察
し
て
適
期
刈
り
取
り
を
心
掛
け
、
高

品
質
米
を
収
穫
し
ま
し
ょ
う
。
出
穂
期
か
ら
収
穫
時
期
ま
で
の

日
数
の
目
安
は
以
下
の
通
り
で
す
。

コ
シ
ヒ
カ
リ
：
35
日
前
後

き
ぬ
む
す
め
：
40
日
前
後

あ
い
ち
の
か
お
り
：
45
日
前
後

病
害
虫
防
除

　
昨
年
は
ト
ビ
イ
ロ
ウ
ン
カ
の
大
発
生
に
よ
り
、
地
域
に
よ
っ

て
は
坪
枯
れ
症
状
を
起
こ
し
た
ほ
場
が
あ
り
ま
し
た
。
中
国
大

陸
か
ら
の
飛
来
性
害
虫
の
た
め
、
定
期
的
な
ほ
場
の
観
察
が
重

要
で
、株
元
に
複
数
の
ウ
ン
カ
が
確
認
で
き
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、

防
除
が
必
要
で
す
。
坪
枯
れ
症
状
が
発
生
す
る
と
被
害
の
拡
大

が
速
い
た
め
、
稲
刈
り
が
１
週
間
以
上
先
の
場
合
は
、
す
ぐ
に

防
除
し
ま
し
ょ
う
。
防
除
時
は
、
ウ
ン
カ
が
生
息
す
る
株
元
に

薬
剤
が
か
か
る
よ
う
な
散
布
を
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

ス
タ
ー
ク
ル
液
剤　
１
０
０
０
倍
（
収
穫
７
日
前
ー
３
回
）

ま
た
、
ミ
ナ
ミ
ア
オ
カ
メ
ム
シ
が
多
発
し
て
い
る
と
静
岡
県

病
害
虫
防
除
所
か
ら
情
報
提
供
が
あ
り
ま
し
た
。
８
月
号
の
ア

グ
リ
ワ
ー
ク
ポ
イ
ン
ト
の
対
策
を
確
認
し
、
斑
点
米
対
策
を
実

施
し
て
く
だ
さ
い
。

台
風
対
策

　
台
風
時
は
、
蒸
発
散
が
盛
ん
に
な
り
吸
水
量
も
多
く
な
る
の

で
、
情
報
を
確
認
し
、
早
め
に
深
水
た
ん
水
す
る
こ
と
で
対
策

を
と
る
よ
う
に
し
ま
す
。
収
穫
間
際
で
倒
伏
の
恐
れ
が
あ
る
場

合
は
、
早
刈
り
を
す
る
こ
と
も
検
討
し
ま
し
ょ
う
。

藤
枝
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
　
松
本

藤
枝
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
　
松
本
武
志
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志

果
樹
林
産
セ
ン
タ
ー
　
鈴
木

果
樹
林
産
セ
ン
タ
ー
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木
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造
大
造

ア グ リ ワ ー ク ポ イ ン ト


